
［成果情報名］香酸カンキツ「新姫」のノビレチン高含有果汁開発のための搾汁方法 

［要約］「新姫」果実の果実全体を圧搾搾汁することにより、果肉のみの果汁より果汁中の

ノビレチン含量が高まる。また、加圧圧力が高い程果汁中のノビレチン含量が高まり、糖

度やクエン酸含量は変わらない。果汁色は果肉のみの果汁より赤味が少なくなる。 
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［背景・ねらい］ 

 三重県熊野市が品種登録した香酸カンキツ「新姫」は、いくつかの機能性（抗癌作用、

血圧上昇抑制、血糖値上昇抑制など）が報告されているノビレチンを果皮に多く含有して

いる。香酸カンキツは果汁での利用が主な利用方法である。果汁の作成方法にはいくつか

あるが、果実全体に圧力をかけて搾汁する圧搾搾汁機が販売されている。そこで、圧搾搾

汁機の圧力の違いが、「新姫」果汁の果汁中のノビレチン含量におよぼす影響について検

討した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．市販されている圧搾搾汁機（Ｓ（株）社製，HC-JHO-2B 型，ケージ容量 62 L）は圧力

を 6Mpa から 14Mpa まで設定できる。設定圧力より約 4.0 Mpa 低い圧力に達したとき再加

圧が行われ、加圧回数は 5 分間当り 2 から 5 回で、加圧圧力の低い程少ないものである

（写真１）。 

２．「新姫」果実は果皮の一部が裂けて搾汁される（写真２）。 

３．搾汁率は搾汁時の加圧圧力が高い程高まる（図１）。 

４．果汁中のノビレチン含量は、加圧圧力が高い程高まり、12Mpa 以上で 758.3μg/100mg 

dry weight 以上となり果肉のみの 8.1μg/100mg dry weight より多く含まれる。

（参考；‘新姫’市販果汁 322.7μg/100mg dry weight）（図２）。 

５．果汁の糖度、クエン酸含量、ｐＨは加圧圧力間による差はない。果汁色は果皮

ごと搾汁した場合，果肉のみのものは赤味があるが果実全体を圧搾搾汁するとや

や黄色が強い果汁色となる（表１、写真３）。 

 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．‘新姫’やその他カンキツ類の機能性強化果汁製品の開発に利用できる。 

２．果皮成分の果汁への移行による風味の変化については、嗜好性調査により評価が必要

である。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 




